●　武田信玄の石棺
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武田信玄は、上洛の折りに病に倒れ、天正元年（1573）４月１２日に信州の駒場城（下伊那郡根羽村）で息を引き取ります。死にあたって、「三年間は余の死を隠し、その後の、余の遺骨は具足を付けて諏訪の湖に沈めよ。」と遺言します。この石棺が沈められる情景を諏訪の伝承を集めた「諏訪のでんせつ」（竹村良信著　長野県信濃教育会刊）では、

－　ときは、天正４年(1576年)４月12日のま夜中です。

　　　その夜は、諏訪湖のうえの空に、どすぐろい雲がおおっていました。さっきまで雲のきれまから、ちょっとかおをのぞかせていた三日月も、西の山にかくれました。星もひとつも、またたいてはいません。（中略）。・・・・・・・

　　　まっ赤な石の棺が、さむらいの手からはなれ、ズブン、ズブ、ズブ、ズブ・・・にぶい音をだしながら、たいまつの光でまっ赤にかがやく湖の底へきえていきました。

　　　石の棺が湖の底へとどいたのか、かぞえきれない赤いあわが、つぎつぎと浮かんではきえました。しばらくして、ひとつ大きい、血のようなあわがぽかんと浮いて、ぷつんときえました。それだけです。

　　　たいまつの火が消されました。あたりは、ふたたび、しんのやみと、しんのしずけさにもどりました。

と紹介されています。




　　
■　武田信玄の特集記事
　平成元年NHK大河ドラマ「武田信玄」が放送となりブームとなりますが、それに先駆け昭和６２年から昭和６３年にかけ市民新聞で、「武田信玄」の２０回の特集記事が以下の表に示しますように組まれています。


　　　諏訪市の医師立木正純さんが潜水調査を提言したのを契機に、実験所は湖底堆積物という出水水質調査をかねて菱形調査を決定する。これが読売新聞に報告されると、しばらくは連日、「湖底のロマン」について実験所に、全国から電話が引きもきらなかったという。





［臨湖実験所探査］





第１次探査（８８年１１月２６，２７日）


　　　潜水作業は立木さんのつてで潜水会社が協力し、潜水士が水域湖底を棒で突き刺し回る方法を採用。しかし、正確な位置が特定出来ないうえ、水深４ｍ、ひざまで埋まるヘドロと視界４，５０ｃｍでの作業は困難をきわめ、２日とも何の手がかりも得られなかった。


　　　両日は新聞、テレビ、週刊誌など百人近い報道関係者が詰めかけ、上空には何機ものヘリが舞うなど、諏訪湖周辺は大変な騒ぎだった。





第２次探査（８８年１２月２０日）


　　　初日は、菱形の映像をとらえたソナーを使い、同じ技師が同じ方法で水域をくまなく探ったが、ついに菱形は現れなかった。技師は首をひねるだけで、理由は分らない。このため、翌日に予定していた潜水作業は中止し、実験所は探査を打ち切った。　　　





［読売新聞・日テレ合同探査］


協同探査は実験所の全面的な協力を得て、８９年１２月から翌年１１月まで５回、延べ３０日を超える。


第１次探査（８９年１２月４日―７日）


　　　日本水中考古学会の茂在寅男副会長をチーフに、最新鋭の電磁波探知機（水中・水底下レーダー）を投入。この水域で２０数ｍ㍍×２０㍍ほどのくぼ地を発見し、中央部近くには差し渡し３，４㍍の穴があり、その穴のヘドロ中から、二，三段重ねにも見える幅７．８０㌢の縦長の物体がのぞいているのをモニター画面がキャッチした。


　　　物体の真上から棒で突くと、「コトン」「コトン」との音が聞こえるのだが、最終日の時間切れで、くぼ地の形状、物体の確認にいたらないまま探査は切り上げとなった。





第２次探査（９０年３月１９日―２３日）


　今回は潜水して、前回探査で電磁波探知機がとらえた物体の形状、材質を調べるのが目的だった。潜水士、ダイバー計８人が潜水し、パイプで突いたり、目標点周辺のヘドロをポンプで吹き飛ばしたりして探ったものの、目標物体は発見できなかった。前回に測量した数値が目標からずれていたらしい。


　　　ただ、この潜水作業で、桔梗の紋のあるおわん一個、長さ２５㌢、太さ１５㌢ほどで、文字らしきものが書かれた、折れた石が採取されている。





第３次探査（９０年６月７日―１２日）　　略





第４次探査（９０年１０月９日―１６日）


　　　今回から沖野所長が調査団長。新鋭機器で位置測定をしながら、目標物体水域を一辺１２㍍のイカダ上から密度濃く探索棒で探索を続けたが、収穫は得られていない。





　　








　第５次探索（９０年１１月２１日―３０日）


　　　再度、電磁波探索機で目標水域１００㍍×１００㍍を中心に３００㍍四方を探査し、重要ポイントではイカダからの棒探索、ダイバーによる掘削もした。


その結果、①南北２０数㍍、東西１７－２０㍍の菱形くぼ地を確認②菱形の頂点は東西南北を指す③菱形内の中央部の穴で、前年１２月にキャッチした物体は存在しない（前回までに見つかった、ドラム缶だったのではとの説が有力）― ことなどが分かった。


　　　技術を担当した会社は「ナゾの菱形内部にある物体の究明は、なおも信玄の墓が湖底のどこかに存在する可能性を残し、終了した。今後、その菱形がなぜできたのか、菱形内部に『信玄の墓』に結びつくなにかがあるかは、専門の方々にゆだねる事とする」と主催者側への報告書を結んでいる。


　おしまいに


　沖野元所長（信州大学理学部名誉教授）は「あんな菱形が自然にできたとは考えにくい」


と言い、今でも人工的に造られた可能性を捨てきれないと考えているそうだ。


　一方、結末がどうであれ、探査が住民の諏訪湖への関心を呼び「副産物として」浄化意識が高まった、と受けとめた人たちも多かったと聞いている。





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（塩川　芳朗氏記：長野大学非常勤講師、元読売新聞記者）











■　信玄の水中墓　


　　


［はじめに］


諏訪湖底に横たわる巨大な菱形の実体を確認するため、信大理学部諏訪臨湖実験所（現信大山地水環境教育研究センター）続いて読売新聞社・日本テレビ放送網、両者合わせて７回の探査をしてから十年余りたつ。探査は諸船の状況から、武田信玄の水中墓城では、との期待を込めてのことだった。


　　　だが最終的には、菱形の輪郭はくぼ地のへりと判明、一度は電磁波探知機がくぼ地でとらえた墓石様にも見えた「物体」の映像も二度と画面に現れることはなかった。自然のくぼ地としては整い過ぎる菱形は、ナゾのまま今も湖底に沈んでいるはずだ。


［発端］


　　　話は１９８７年にさかのぼる。国土地理院の委託により、ソナー（超音波探知機）で諏訪湖底の微地形調査をしていた民間会社の技師が実験所で、湖底の地形記録紙の一部を広げ、「これは何でしょうね。人工的な構造物のようですが」と一点を指差した。そこには、一辺２５㍍の菱形がくっきりと浮かび出ている。


　　　沖野外輝夫所長（当時）にも分からない。実験所のスタッフは興味津々で、さまざまな珍説が出た。その中に信玄の墓説もあった。武田菱にそっくりだし、信玄の水葬伝説もあるからだが、当初は面白がっての茶飲み話でしかなかった。


　　　ところが、軍書『甲陽軍艦』に、信玄が伝説と同じ遺言をしたという記述があることを知った。また、地図上で下諏訪町高浜沖数百㍍の水域に点で示されていた菱形は、諏訪大社の上社～下社を結ぶ線と小坂観音院、東照寺（その後廃寺）を結んだ線の交点に重なることも分かった。四ヶ所とも信玄と無縁ではないと聞き、線を引いてみたのだ。「ひょっとしたら」。冗談話がにわかに現実味を帯びてきた。
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